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研究成果概要 
宇宙線研究所が建設を進めてきた重力波検出器 KAGRAは，2016年３月と４月に最初の
観測運転を行った．本共同利用研究では，KAGRA 観測データの解析の準備を行った．

KAGRA データ解析ライブラリ KAGALI の整備を進め，解析ソフトウエアに必要な様々

な基本コードの開発を行った．各重力波源に対する探査パイプラインの開発も進めて

いる．コンパクト連星合体探査では，オフライン探査パイプラインとオンライン探査

パイプラインの開発を進めた．連星合体波形のパラメータ推定パイプラインは，マル

コフ連鎖モンテカルロ法によるパイプライン開発が韓国グループと共に行われてい

る．バースト重力波源探査コードについては，短時間フーリエ変換を用いた Excess	
 

Power 法による探査コード開発が進められ，パイプラインのテストが進められてい

る．連続波探査パイプラインは，LIGO の LAL コードのレビューを行い，詳細を把握

し，方向などが知られているパルサー重力波探査と，未知パルサーの全天探査を行う

準備を進めた．そして，実際の解析経験を積むために，東大で開発されたねじれ振り

子型重力波検出器のプロトタイプである TOBA の観測データを用いて，6-7Hz の未知

パルサー重力波の全天探査を行い，重力波振幅に対する上限値の導出を行った．以上

の他，新しい時間周波数解析方法である Hilbert-Huang 変換，Non	
 Harmonic 解析の

研究や，重力波検出による修正重力理論への制限の可能性について研究を行った．２

０１６年２月１２日にアメリカの LIGO は世界初の重力波観測を発表したが，同時に

その信号を含むデータが公開された．そのデータに開発中の解析コードを適用してコ

ードのテストを行った． 
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